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乗数理論

⑥ 租税乗数 : 税金の 変動 ⇒ 国民 所得 がどれだけ変化 した か
。

総 需要 YD = C t I = Cote ( Y- T ) t I

均衡 国民所得 Y = Cote ( Y- T ) t I じ ど = Y )

減税分 OT を 加味 する
。

(1 - c ) Y = Co - c (TOT ) t I
.

Y =
Co - c T t c △T t I
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i. 減税 0T による 国民所得 へ の 影響
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Cが大きい と効果が大きい .
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② 投資 乗数 : 投資 乗数 の 影響 .

Y = Co t c (T-T) t I t △ I

y =
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△ Y I
(1 - C ) 投資乗数 、

③ 政府 支出 乗数 は 1 - e

Y
日
= ct I t G 投資乗数 と 同じ導出

政付支出乗数 感 =

均衡予算乗数 の定理

財政支出 による 赤字 と 増税で 賄おう と する こと を考える
。

均衡国民所得Y =

Cote { Y - ( TOT ) 4 t It ( G -1△G )
( 1 - c )

均衡予算乗数 = 政府支出乗数 × 0 G - 租税乗数 △T

(十) 1 - )

= 0 G - OT

均衡予算 : △ G 支出 し た 分を 増税△ T で 賄う
。
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⇒ 理論 上
、
増税しても 財政支出 の 金額分 は 国民所得が増える


